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いる。こうしたことから府としては重複を避ける意味からも、必要性を見極めたうえで、

地域でＣＢを支援する人材（コーディネーター）を中心とした人材育成事業に特化する方

向で検討する。 

 

②資金支援 

１００の事例（別紙「先導的・モデル提案型ＣＢ創出支援事業 支援対象グループ一覧」

参照）を創出したことで、「先進モデル事例をつくる」というプラン公募事業は一定の役割

は果たしたといえる。ＣＢ事業者アンケートでは助成金へのニーズは依然として高いが、

行政による資金援助が、逆に地域住民の自立的活動であるＣＢの発展の阻害要因となりう

る可能性もある。このため、コミュニティ･ビジネスへの支援としての助成事業は平成１６

年度で終了することとし、ビジネスへの支援という観点から、資金支援は助成から投融資

へシフトしていく方向での支援を検討する。 

すでに、近畿労働金庫、ヒューファイナンスなどがＣＢ支援の融資制度を設けており、

こうした制度の普及を図っていく。また、民間からＣＢへの資金の流れをつくるためのサ

ポートを行うという視点に立ち、地域で資金が循環する「新たなモデルづくり」を目指し

て、地域金融機関、市町村、商工会議所等の産業支援機関、中間支援組織、地域住民が連

携するＣＢ支援モデル事業を検討する。 

また、１００の事例のＣＢ事業者に対し、モデル事業実施部局や中間支援組織等による

情報提供等のフォローアップを、今後も続けていくことが望ましい。 

 

③運営相談 

ＣＢ事業者は経営面などで課題を抱えていることが多く、経営専門家や先輩事業者のア

ドバイスへのニーズは高い。運営面でのきめ細かなサポート機能として、相談窓口の設置

やアドバイザーの派遣は不可欠である。中小企業者向けの相談窓口として大阪府中小企業

支援センター・地域中小企業支援センターがあるが、ＮＰＯは相談の対象外となっており、

また、ＣＢへの専門的な相談ノウハウがない状況である。このため、府域全体の総合的な

ＣＢ専門の相談窓口の運営や専門アドバイザーの派遣を引き続き行っていく。 

また、身近な地域ごとにＣＢの相談窓口があることが理想であり、そうした体制づくり

を進めるため、府のＣＢアドバイザーが中心になって市町村や中間支援組織がつくる相談

機能を支援していく。その際、地域ごとのＣＢ相談窓口が情報集積機関としてＣＢ事業者

への情報提供が図れるよう、官民協力体制のもと、他の中間支援組織や関係機関とのネッ

トワークの構築を図る必要があると考えられる。 

 

④情報提供・情報発信 

府域全体に共通すると考えられる情報提供は広域で行う方が、効率的かつ効果的である。

また、先進事例の紹介などは市町村レベルでは困難である。 
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こうしたことから、ホームページや冊子による広報事業は今後も府が行うことが望まし

いといえ、発信方法を精査したうえで、今後も引き続き実施していく方向で検討する。ま

た、ＣＢ事業者の多くが地域での認知度の向上や信用の獲得に課題を抱えていることから、

一定の基準を満たしたＣＢ事業者について広報媒体で紹介したり、評価のうえで表彰する

といった事業スキームも検討する。 

 

⑤ネットワーク、人材マッチング 

ＣＢ事業者や市民、専門人材間でのネットワークづくりや人材マッチングは、ＣＢに広

がりをもたらし、運営にも寄与する。また、広域で行うほうが効果的である。交流事業へ

のＣＢ事業者の要望は多く、交流会や人材マッチングの集まりを府が主体になって継続す

る方向で検討する。 

 

⑥企業への普及啓発 

ＣＢとの連携について企業に意識づけを行うために、ＣＢへのアウトソーシングに取り

組むなどの企業の先進事例をシンポジウム等で紹介するなど、こうした動きを後押しして

いく。 

 

⑦市町村・関係団体との連携 

市町村、関係団体と情報交換やＣＢ支援への課題を検討する場として引き続き「大阪Ｃ

Ｂ支援機関連絡会」、「市町村ＣＢ研究会」を運営する。大阪ＣＢ支援機関連絡会において

は、支援機関のネットワークをさらに充実させるため、参加メンバーを拡充していく。 

 

（３）行政内部におけるさらなる議論 

コミュニティ・ビジネスは地域活性化につながるとともに、公共(社会)サービスの新

しい担い手という側面を持っている。こういった民間レベルの新しい取り組みについ

て、行政としては十分に把握・評価し、必要があれば、既存施策の改善につなげてい

くといった視点が必要である。   

こういった視点から、これまで、商工労働部が中心となりつつ、モデル提案型 CB

創出支援事業などを通じて、関係部局が連携し部局横断型プロジェクトとして、施策

を進めてきた。 

各分野におけるコミュニティ・ビジネスの評価については、各部局で検討されるこ

ととなるが、今後、これらの議論をさらに深め、整合性のとれた方向性が見出せるよ

う、部局連携に努めていく。 
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別紙 「先導的・モデル提案型ＣＢ創出支援事業 支援対象グループ一覧」 

 事業名 

【団体数】 

支援対象グループ名  担当部局名 

〔中間支援組織名〕 

平

成

14

年

度 

先導的ＣＢ

創出支援事

業 

【5 団体】 

・（特活）ウィーキャン 

・（有）エム・アンド・ジー キタデ 

・大阪建設労働組合 東住吉平野支部 

・光明池 

・（特活）ワークレッシュ 

商工労働部商工労働

総務課 

〔（社福）大阪ボラン

ティア協会ＮＰＯ推

進センター〕 

先導的ＣＢ

創出支援事

業 

【19 団体】 

・（特活）バリアフリーサービスつばさ 

・ななクラブ 寝屋川地域活動栄養士の会 

・フリーランス 

・（特活）エスビューロー 

・豊能障害者労働センター 

・（特活）たまごママネット 

・はびきの障害者（児）の会まつぼっくり 

・東大阪就労支援センター 

・（特活）堺エコネットワーク協議会 

・（特活）ワークレッシュ 

・（特活）地域自立推進協会元気百倍ネット 

・街づくりＮＰＯ法人あとち倶楽部 

・（特活）ヴイナビ 

・パソコンリユースＮＰＯ パソ多郎 

・（有）オラシオン 

・Ｉ wish（アイウィッシュ） 

・（有）ワンワールドジャパン 

・（有）ビッグイシュー日本 

・（有）豊中駅前まちづくり会社 

商工労働部商工労働

総務課 

〔（社福）大阪ボラン

ティア協会ＮＰＯ推

進センター〕 

地域拠点活

用型生活サ

ポート事業 

【4 団体】 

・コミュニティ新生 

・（特活）あとからゆっくり 

・WWB／ジャパン大阪 

・（特活）アロハサポート 

健康福祉部地域保健

福祉室地域福祉課 

〔（財）大阪府地域福

祉推進財団〕 

平

成

15

年

度 

一人親家庭

サポート事

業 

【6 団体】 

・（特活）子育て支援プランニング 

・（特活）よりあい倶楽部 

・うさぎ保育園 

・（有）officeぱれっと 

・しんぐるまざぁず・ふぉーらむ・関西 

健康福祉部児童家庭

室家庭支援課 

〔（財）大阪府地域福

祉推進財団〕 
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  ・（株）山創  

障害者と共

に行うコミ

ュニティ･ビ

ジネス事業 

【5 団体】 

・（特活）アクティブ・エイジング 

・（特活）ウィーキャン大阪事務局 

・（有）可愛い 

・矢野紙器（株）えーデザイン事業部 

・（有）シー・フィールド イズミネットワークサービス  

健康福祉部障害保健

福祉室就労支援課 

〔（社福）大阪知的障

害者育成会〕 

環境にやさ

しい暮らし

推進事業 

【4 団体】 

・（特活）リサイクル活動機構かどま 

・（特活）釜ヶ崎支援機構 

・大阪リサイクル事業協同組合 

・野と森の遊び文化協会 

環境農林水産部循環

型社会推進室環境管

理課 

〔（財）大阪府みどり

公社〕 

大阪・まちの

賑わいづく

り事業 

【5 団体】 

・應典院寺町倶楽部 

・Design Bridge Project 

・（特活）和文化伝承協会 

・（特活）アートポリス大阪協議会 

・（特活）浪速魚菜の会 

生活文化部文化課 

〔大阪商工会議所地

域振興部〕 

平

成

15

年

度 

地域資源活

用型市街地

活性化事業 

【4 団体】 

・町家光輪庵 

・にぎわい堂 

・からほり倶楽部長屋ストックバンクネットワ

ークプロジェクトチーム 

・にぎわい河内長野２１ 

建築都市部都市整備

推進課 

〔（財）大阪府都市整

備推進センター〕 

平

成

16

年

度 

 

先導的ＣＢ

創出支援事

業 

【19 団体】 

・（有）officeぱれっと 

・（特活）吹田市民 NPOグループホーム「あい」 

・母子家庭 ITサポートチーム ワンステップ 

・（特活）ふらっとスペース金剛 

・アビィフィールドハウス研究会 

・（特活）オリーブの園 

・子育ち・子育て支援「ほっとメイト」 

・（特活）地域財オークション会議 

・はんじゅく暮楽部 

・NPOかがやき千里設立準備会 

・（特活）パーソナルアシスタンスネット東住吉 

・向野食肉産業後継者の会 

・住まいみまもりたい 

・遊石鹸工房 

・西代官山クラブ 

商工労働部商工労働

総務課 

〔（社福）大阪ボラン

ティア協会ＮＰＯ推

進センター〕 
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 ・福祉作業センターはなまる広場 

・（特活）街づくり支援協会 

・イタリア生活文化交流協会 

・結空間 

 

多言語によ

る生活サポ

ート事業」 

【4 団体】 

・（特活）泉佐野地球交流協会 

・（株）グローバルコンテンツ 

・Sin Fronteras（シン・フロンテーラス） 

・くろーばー 

企画調整部国際課 

〔（財）大阪府国際交

流財団〕 

大阪・まちの

賑わいづく

り事業 

【5 団体】 

・（特活）なにわ堀江 1500 

・アメリカ村の会 

・こえとことばとこころの部屋 

・南船場 Xgq プロジェクト 

・大小路界隈「夢」倶楽部 

生活文化部文化課 

〔大阪商工会議所 

地域振興部〕 

地域通貨で

行う地域・人

のつながり

づくり事業 

【6 団体】 

・（特活）ニュースタート事務局 

・やお活き活き会議 

・（特活）エフ・エー 

・釜ヶ崎のまち再生フォーラム／地域通貨委員会  

・（特活）地域通貨ねやがわ 

・（特活）友友 

健康福祉部地域保健

福祉室地域福祉課 

〔（財）大阪府地域福

祉推進財団〕 

障害者と共

に行うコミ

ュニティ・ビ

ジネス事業 

【4 団体】 

・相生会グループ 

・（社福）熱と光 

・（特活）セルフ・サポート 青い鳥の家 

・障害者福祉作業センター『たけのこ』 

健康福祉部障害保健

福祉室計画推進課 

〔（社福）大阪知的障

害者育成会〕 

都市と里山

との交流事

業 

【5 団体】 

・（特活）浪速魚菜の会 

・（特活）シニア自然大学 

・（特活）里山倶楽部 

・（特活）フェリスモンテ 

・（特活）みのお山麓保全委員会 

環境農林水産部緑整

備室森林管理課 

〔大阪府森林組合〕 

平

成

16

年

度 

学校と地域

の連携によ

る「まなび」

支援事業 

【5 団体】 

・（特活）堺市中国帰国者交流会 

・（特活）ゆうかりクラブ 

・（特活）おまけ文化の会 

・（特活）さこうクラブ 

・国際交流地域実行委員会 

教育委員会教育振興

室地域教育振興課 

〔（財）大阪府青少年

活動財団〕 

 

 


